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【手続補正書】
【提出日】平成22年7月9日(2010.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コイルが巻き取られたボビンが挿入されるＶＣＭヨークと、
　前記ＶＣＭヨークが支持され前記ＶＣＭヨークと相異なる材質からなるベースと、
　前記ＶＣＭヨークと実質的に同一の材質で前記ＶＣＭヨークと前記ベースとの間に設け
られて前記ＶＣＭヨークと前記ベースとの間の相異なる熱膨張係数による機構的変形を阻
止する熱変形阻止部と、
を含むことを特徴とするハードディスクドライブ。
【請求項２】
　前記熱変形阻止部は、前記ＶＣＭヨークと別途に製作されて板状を有する熱変形阻止プ
レートであることを特徴とする請求項１に記載のハードディスクドライブ。
【請求項３】
　前記ベースは、前記熱変形阻止プレートが挿設されるように厚さ方向に沿って所定の深
さほど主表面から陥没形成された陥没溝部を含み、
　前記挿設された熱変形阻止プレートは、前記ベースの一部を形成することを特徴とする
、請求項２に記載のハードディスクドライブ。
【請求項４】
　前記熱変形阻止プレートは、前記ベースに結合され、前記ＶＣＭヨークは、前記熱変形
阻止プレートに結合されることを特徴とする、請求項３に記載のハードディスクドライブ
。
【請求項５】
　前記熱変形阻止プレートは、少なくとも一つの第１スクリュー溝を含み、
　前記ベースは、前記少なくとも一つの第１スクリュー溝を通過する少なくとも一つの第
１スクリューが締結されるように前記第１スクリュー溝と対応する位置に厚さ方向に沿っ
て所定の深さ陥没形成された第１スクリュー孔を含むことを特徴とする、請求項４に記載
のハードディスクドライブ。
【請求項６】
　前記第１スクリューは、前記熱変形阻止プレートと実質的に同一の材質からなることを
特徴とする、請求項５に記載のハードディスクドライブ。
【請求項７】
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　前記第１スクリューは、頭部が前記熱変形阻止プレートの上面に突出されないように皿
状を有する前記第１スクリューの頭部を含むことを特徴とする、請求項５に記載のハード
ディスクドライブ。
【請求項８】
　前記ＶＣＭヨークは、少なくとも一つの第２スクリュー孔を含み、
　前記熱変形阻止プレートは、前記第２スクリュー孔を通過する少なくとも一つの第２ス
クリューが締結されるように前記第２スクリュー孔と対応する位置に厚さ方向に沿って所
定の深さ陥没形成された第２スクリュー溝を含むことを特徴とする、請求項４に記載のハ
ードディスクドライブ。
【請求項９】
　コイルが巻き取られたボビンが挿入されるＶＣＭヨークと、
　前記ＶＣＭヨークが支持されて前記ＶＣＭヨークと相異なる材質からなり表面から厚さ
方向に沿って所定の深さ陥没形成された陥没溝部が形成されているベースと、
　前記陥没溝部に挿入されて前記ＶＣＭヨークと前記ベースとにそれぞれ結合されて前記
ＶＣＭヨークと前記ベースとの間の相異なる熱膨張係数による機構的変形を阻止する熱変
形阻止部と、
を含むことを特徴とする、ハードディスクドライブ。
【請求項１０】
　読み取り／書き込みヘッドが搭載されるヘッドスタックアセンブリーのコイルが巻き取
られたボビンが挿入されるＶＣＭヨークと、
　前記ＶＣＭヨークが支持され前記ＶＣＭヨークと相異なる材質からなるベースと、
　前記ＶＣＭヨークと、前記ヘッドスタックアセンブリーと、前記ベースとにそれぞれ結
合されて前記ＶＣＭヨークと前記ベースとの間の相異なる熱膨張係数による機構的変形を
阻止する熱変形阻止部と、
を含むことを特徴とするハードディスクドライブ。
【請求項１１】
　ＶＣＭヨークと、
　前記ＶＣＭヨークを支持するベースと、
　前記ＶＣＭヨークと実質的に類似した材質であり、前記ベースと実質的に異なる材質で
製作され、前記ＶＣＭヨークと前記ベースとに結合される熱変形阻止部と、
を含むことを特徴とするハードディスクドライブアセンブリー。
【請求項１２】
　前記熱変形阻止部は、前記ベースの陥没溝部に配されることを特徴とする、請求項１１
に記載のハードディスクドライブアセンブリー。
【請求項１３】
　データを交換するための外部マイクロプロセッサに連結されるコネクタをさらに含むこ
とを特徴とする、請求項１１に記載のハードディスクドライブアセンブリー。
【請求項１４】
　前記マイクロプロセッサは、中央処理装置（ＣＰＵ）であり、前記ハードディスクドラ
イブと前記マイクロプロセッサは、一装置に収容されることを特徴とする、請求項１２に
記載のハードディスクドライブアセンブリー。
【請求項１５】
　ＶＣＭヨークと、
　前記ＶＣＭヨークを支持するベースと、
　前記ＶＣＭヨーク及び前記ベースと異なる材質で製作され、前記ＶＣＭヨークと前記ベ
ースとの間に配されて前記ＶＣＭヨークと前記ベースとのうちの少なくとも一つの熱変形
を阻止する熱変形阻止部と、
を含むことを特徴とするハードディスクドライブ。
【請求項１６】
　前記熱変形阻止部と前記ベースは、分離されていない一つの単一体であることを特徴と
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する、請求項１５に記載のハードディスクドライブ。
【請求項１７】
　前記熱変形阻止部と前記ＶＣＭヨークは、分離されていない一つの単一体であることを
特徴とする請求項１５に記載のハードディスクドライブ。
【請求項１８】
　前記ＶＣＭヨークと前記ベースは、相互実質的に平行な隣接表面を含み、前記熱変形阻
止部は、前記表面に平行な方向に配されることを特徴とする、請求項１５に記載のハード
ディスクドライブ。
【請求項１９】
　前記ベースは、主表面から陥没された表面まで深さほど陥没された陥没溝部を含み、前
記熱変形阻止部は、前記ベースの主表面の一部を形成するように前記陥没溝部内に配され
ることを特徴とする、請求項１５に記載のハードディスクドライブ。
【請求項２０】
　前記ＶＣＭヨークは、前記熱変形阻止部に結合され、前記熱変形阻止部は、前記ベース
に結合されることを特徴とする、請求項１５に記載のハードディスクドライブ。
【請求項２１】
　前記ＶＣＭヨークは、前記ベースに直接的に結合されないことを特徴とする、請求項１
５に記載のハードディスクドライブ。
【請求項２２】
　ヘッドスタックアセンブリー（ＨＳＡ）をさらに含み、
　前記熱変形阻止部は、
　前記ＶＣＭヨークの形状に対応する第１部分と、
　前記ヘッドスタックアセンブリー（ＨＳＡ）部分の形状に対応する第２部分と、
を含むことを特徴とする、請求項１５に記載のハードディスクドライブ。
【請求項２３】
　前記熱変形阻止部は、前記ＶＣＭヨークに対向する表面上に配される補強部を含み、前
記ＶＣＭヨークは、前記熱変形阻止部の補強部に結合されることを特徴とする、請求項１
５に記載のハードディスクドライブ。
【請求項２４】
　ＶＣＭヨークと、
　ベースと、
　前記ベースの主表面に実質的に平行な方向で前記ＶＣＭヨーク及び前記ベースの間に配
されて前記ＶＣＭヨークと前記ベースとのうちの少なくとも一つの熱変形を阻止する熱変
形阻止部を含むことを特徴とする、ハードディスクドライブ。
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